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京
都
大
学
で
は
、
教
育
学
部
お
よ
び
教

育
学
研
究
科
に
お
い
て
、
心
理
臨
床
家
の

養
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
教
育
学
部
で
は
、

三
年
次
よ
り
系
分
属
が
あ
り
、
心
理
臨
床

の
道
を
め
ざ
す
学
生
は
「
教
育
心
理
学

系
」
を
選
択
し
ま
す
が
、
学
部
時
代
は
、

認
知
心
理
学
や
発
達
心
理
学
な
ど
、
幅
広

い
心
理
学
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
臨

床
心
理
学
や
人
格
心
理
学
に
関
す
る
講
義

も
開
講
さ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
に
、
心

理
査
定
や
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
実
習
も
受

講
し
て
、
理
論
、
研
究
、
実
習
な
ど
幅
広

い
分
野
、
手
法
で
、
心
理
学
を
学
び
ま
す
。

ま
た
大
学
院
で
は
、「
臨
床
心
理
学
コ
ー

ス
」
に
進
み
、
修
士
課
程
二
年
、
博
士
課

程
三
年
を
修
め
る
こ
と
が
一
般
的
で
す
。

京
都
大
学
教
育
学
研
究
科
は
、「
研
究
者

養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
展
開
し
て
い
る
の

で
、
臨
床
実
践
だ
け
で
は
な
く
、
心
理
臨

床
に
関
す
る
研
究
に
も
力
を
入
れ
て
い
て
、

博
士
論
文
の
執
筆
を
目
指
し
ま
す
。
さ
ら

に
、
臨
床
実
践
の
指
導
者
を
育
成
す
る
、

博
士
後
期
課
程
の
み
の
「
臨
床
実
践
指
導

者
養
成
コ
ー
ス
」
も
開
設
さ
れ
て
お
り
、

臨
床
実
践
を
積
ん
だ
大
学
院
生
の
教
育
に

も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

心
理
臨
床
を
本
格
的
に
学
ぶ
の
は
、
大

学
院
に
進
学
し
て
か
ら
で
、
修
士
課
程
一

回
生
か
ら
は
、
多
彩
な
授
業
が
展
開
さ
れ

ま
す
が
、
そ
の
中
で
も
中
心
を
占
め
る
の

は
、「
心
理
臨
床
ケ
ー
ス
カ
ン
フ
ァ
レ
ン

ス
」
と
、
実
際
に
ケ
ー
ス
を
担
当
す
る

「
臨
床
心
理
実
習
」
で
す
。

　
「
心
理
臨
床
ケ
ー
ス
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
」

に
は
、
一
名
の
発
表
者
に
対
し
て
二
名
の

教
員
が
授
業
に
参
加
し
ま
す
。
複
数
の
教

員
が
参
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
多

面
的
な
ケ
ー
ス
理
解
が
促
さ
れ
る
よ
う
に

思
い
ま
す
。
院
生
の
ケ
ー
ス
カ
ン
フ
ァ
レ

ン
ス
へ
の
参
加
は
、
修
士
課
程
一
回
生
か

ら
博
士
課
程
三
回
生
ま
で
の
五
年
間
に
亘

り
ま
す
。
京
都
大
学
に
お
い
て
、
い
か
に

こ
の
「
心
理
臨
床
ケ
ー
ス
カ
ン
フ
ァ
レ
ン

ス
」
が
重
視
さ
れ
て
い
る
か
が
お
わ
か
り

い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

心
理
教
育
相
談
室

　

京
都
大
学
の
心
理
臨
床
家
の
養
成
に
お

い
て
、
も
う
一
つ
重
点
が
お
か
れ
て
い
る

の
は
、
学
内
実
習
施
設
で
あ
る
「
心
理
教

育
相
談
室
」
に
て
ケ
ー
ス
の
担
当
を
す
る

「
臨
床
心
理
実
習
」
で
す
。

　

京
都
大
学
の
「
心
理
教
育
相
談
室
」
は
、

一
九
五
三
年
に
始
ま
り
、
一
九
八
〇
年
に
、

国
立
大
学
で
は
初
め
て
、
文
部
省
（
当

時
）
の
認
可
に
よ
る
有
料
の
「
心
理
教
育

相
談
室
」
と
し
て
正
式
に
発
足
い
た
し
ま

し
た
。
長
い
歴
史
を
も
つ
相
談
室
を
有
し
、

相
談
室
で
の
ケ
ー
ス
担
当
を
め
ぐ
る
教
育

も
、
長
年
か
か
っ
て
指
導
体
制
が
積
み
上

げ
ら
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

大
学
院
生
は
修
士
課
程
一
年
の
夏
頃
か

ら
、
事
例
を
担
当
し
ま
す
。
事
例
の
担
当

に
あ
た
っ
て
は
、
相
談
事
例
を
持
つ
ま
で

の
流
れ
や
対
応
の
仕
方
、
倫
理
的
な
事
柄

に
関
す
る
指
導
を
事
前
に
受
け
、
そ
の
後
、

相
談
室
規
程
に
定
め
ら
れ
た
形
で
、
言
語

面
接
、
遊
戯
療
法
等
の
臨
床
心
理
面
接
を

実
施
し
ま
す
。
京
都
大
学
で
は
、
事
例
の

担
当
に
つ
い
て
、
最
大
限
院
生
ス
タ
ッ
フ

の
自
主
性
が
尊
重
さ
れ
て
お
り
、
教
員
主
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導
で
事
例
担
当
を
決
め
る
の
で
は
な
く
、

あ
く
ま
で
院
生
ス
タ
ッ
フ
が
自
ら
の
意
志

で
事
例
選
択
を
す
る
と
こ
ろ
が
特
徴
的
だ

と
思
い
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
ま
だ
初
心
者
の
院
生
ス
タ

ッ
フ
に
と
っ
て
、
事
例
の
選
択
は
難
し
く
、

時
に
は
た
い
へ
ん
困
難
な
事
例
に
直
面
す

る
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
教
員
ス
タ
ッ
フ

は
、
な
る
べ
く
細
や
か
に
指
導
、
対
応
す

る
こ
と
で
院
生
ス
タ
ッ
フ
を
支
え
、
院
生

が
自
ら
ケ
ー
ス
に
向
か
い
、
さ
ま
ざ
ま
な

体
験
を
積
み
重
ね
て
い
け
る
よ
う
、
努
力

し
て
い
ま
す
。

　

院
生
ス
タ
ッ
フ
が
担
当
し
た
事
例
に
つ

い
て
は
、
教
員
ス
タ
ッ
フ
全
員
が
参
加
す

る
イ
ン
テ
ー
ク
・
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
て

検
討
さ
れ
、
院
生
ス
タ
ッ
フ
の
体

験
を
丁
寧
に
聞
き
な
が
ら
、
教
員

は
、
初
心
の
セ
ラ
ピ
ス
ト
に
と
っ

て
困
難
と
な
り
う
る
事
柄
に
つ
い

て
の
助
言
を
行
い
、
ク
ラ
イ
エ
ン

ト
の
見
立
て
や
連
携
の
あ
り
方
、

今
後
の
対
応
な
ど
に
つ
い
て
、
受

講
生
と
共
に
検
討
し
ま
す
。

　

ま
た
、
院
生
ス
タ
ッ
フ
は
、
原

則
と
し
て
毎
週
一
時
間
、
ス
ー
パ

ー
ヴ
ァ
イ
ザ
ー
か
ら
、
個
別
指
導

を
受
け
ま
す
。
京
都
大
学
で
は
、

京
都
大
学
の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
を
初
め

と
し
た
、
外
部
の
心
理
臨
床
家
に

ス
ー
パ
ー
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
依
頼
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
教
員
の
サ
ポ
ー

ト
、
手
厚
い
ス
ー
パ
ー
ヴ
ィ
ジ
ョ

ン
体
制
な
ど
を
配
置
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
院
生
ス
タ
ッ
フ
は
、
体
験
を
通

じ
て
、
見
立
て
、
ケ
ー
ス
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン

ト
、
臨
床
心
理
面
接
に
関
す
る
様
々
な
位

相
の
知
を
、
実
践
の
な
か
で
深
く
体
得
し

て
い
き
ま
す
。

京
都
大
学
の
心
理
臨
床
と

河
合
隼
雄
先
生

　

河
合
隼
雄
先
生
は
、
一
九
七
二
年
か
ら

一
九
九
二
年
ま
で
京
都
大
学
で
教
鞭
を
と

ら
れ
、
京
都
大
学
の
心
理
臨
床
家
養
成
の

基
礎
を
築
か
れ
ま
し
た
。
河
合
先
生
は
、

京
都
大
学
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
現
在
の
日

本
の
心
理
臨
床
の
礎
を
築
か
れ
た
と
言
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
先
生
が
京
都
大
学
に
お
ら
れ
た
二

〇
年
間
の
う
ち
の
一
二
年
間
、
京
都
大
学

に
在
籍
し
、
指
導
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
そ
こ
で
学
ん
だ
こ
と
は
、
な
に

よ
り
、「
ケ
ー
ス
を
大
切
に
す
る
」
と
い

う
こ
と
で
し
た
。
以
前
ま
だ
私
が
院
生
だ

っ
た
と
き
、
ケ
ー
ス
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に

遅
刻
し
て
き
た
学
生
が
い
た
の
で
す
が
、

河
合
先
生
は
め
ず
ら
し
く
声
を
荒
げ
て
、

叱
責
さ
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
は
今
で
も
ケ

ー
ス
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
や
イ
ン
テ
ー
ク
・

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
遅
刻
す
る
こ
と
が
許

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
ケ
ー
ス
に
お
い
て
、

セ
ラ
ピ
ス
ト
が
遅
刻
す
る
こ
と
が
許
さ
れ

な
い
の
と
同
様
で
す
。

　

先
生
が
京
都
大
学
に
お
ら
れ
た
と
き
と

は
、
も
う
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
変
化
し
て

い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
が
、
こ
の
「
ケ
ー

ス
を
大
切
に
す
る
」
と
い
う
教
え
だ
け
は
、

今
で
も
京
都
大
学
に
息
づ
い
て
い
る
「
伝

統
」
と
言
え
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

河
合
先
生
が
ケ
ー
ス
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

で
話
さ
れ
た
コ
メ
ン
ト
が
、
私
の
心
理
臨

床
家
と
し
て
の
「
財
産
」
の
ほ
と
ん
ど
を

占
め
て
い
ま
す
。
い
わ
ば
、「
口
伝
」
と

し
て
伝
え
ら
れ
た
「
臨
床
の
知
」
で
す
。

河
合
先
生
の
ケ
ー
ス
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
で

の
コ
メ
ン
ト
の
一
端
が
本
（
河
合
俊
雄

﹇
編
﹈『
生
き
た
こ
と
ば
、
動
く
こ
こ
ろ
―

―
河
合
隼
雄
語
録
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一

〇
年
）
と
し
て
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
を
読
む
と
、
今
で
も
河
合
隼
雄
先
生

の
お
声
が
聞
こ
え
て
き
そ
う
な
気
が
し
ま

す
。

　

心
理
臨
床
家
の
養
成
の
際
に
伝
え
ら
れ

て
い
く
「
臨
床
の
知
」
は
、「
人
」
か
ら

「
人
」
へ
と
伝
え
ら
れ
て
い
く
も
の
な
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。




